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論文内容の要旨





























GnRH agonistとして酢酸 1)品ープロレリン3.75mg皮下投与を4週間毎に 3・4凶行い、 r.術を施行ー した。
牛.検および手術で得られた|白j一筋腫結節の標本を、透過型電顕 (20{91))を用い観察し比較検討した。また、
形態学的余化の科度とGnHHagunist投与3ヶ月間の筋腕結節縮小率との関係についても検討したの
GnRH agonist投守により、透過型電顕ではrnyoiilamentの減少(15/20)、mitochondriaの膨化(12/20)、
著明なIysosomalbodyの:1:現(9/20)が認められた。筋腫細胞の萎縮の程度と筋締結節の縮小率とはLEの
相閥(r=0.60、p=0.006)が認められたc
GnRH agonist療法における筋服結節i縮小の本態として、山流の減少、筋腫細胞の数の減少も考えられ
るが、今同の検討の結果より、個々の筋腫細胞のサイズ、の縮小がキー要な肉子であることが証明された。
本研究は、 GnRHagunist投与による子白・筋腫の紺織学的変化を検討することにより、了宮筋腫の縮小の
本態を明確にした。よって、著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定されたG
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